４　東郷湖の東南部山地
安山岩鐘状火山　　　　東郷湖の東南部山地は、馬ノ山・御冠山・鉢伏山など、安山岩EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうじょう),鐘状)火山の様相を呈して東郷湖の東方にそびえ、その上層やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たにあい),谷間)には、第３紀以後の墳出転石やローム層がおおいかぶさっており、宇野方面には、わずかに火山灰からなる黒土の堆積層もみえる。しかし、全体的に第４紀の新ローム層の表土のあらわれているところが多く、これらが二十世紀梨の果樹園最適地として開発されている。
造山運動　　　　　　　元来中国山脈は、日本列島に造山運動のさかんであったころ、瀬戸内海山脈が低下するにつれて、海底であった中国地方が海中からもり上って現在の中国山脈となったといわれており、この間の弱線から噴火活動が起こり、この附近では大山・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひるぜん),蛭山)・鉢伏山をはじめ、小さいところでは御冠山・馬ノ山などが出現したものであろう。

鐘状火山　　　　　　　御冠山・馬ノ山は小さいながらも、その基盤は硬い安山岩質で、山容から推すと、まえに述べたように、いずれも噴火口をもたない鐘状火山に類するものである。
清冽な湧水　　　　　　この両山から湧き出る水は、まことにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいれつ),清冽)で、夏期は冷たい清水となり、冬は湯気が立ち温湯のように暖かい。山麓の方地茶屋・宇野のダキ・橋津の西蓮寺門前の井泉は特に良水質である。
サヌカイト岩石　　　　馬ノ山からは、サヌカイトに類する通称チン石というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よう),黝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こくしょく),黒色)のきわめて硬質のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せきかい),石塊)が山肌から産出する。西本願寺に献納されているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せきせい),石磬)（楽器）には、伯洲橋津産の刻銘があるということである。

玄武岩露頭　　　　　　田後東方の軟質の玄武岩質露頭断崖、これに接した礫層の崩解面も造山運動の痕跡の一端をものがたるもので、宇谷・宇野の岩塊、橋津海岸の鳥が島も、むかしの火山活動当時の噴出岩で、気泡を多くふくんだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がんしょう),岩漿)が海水で急に冷却し、気泡が破裂してパン殻肌を呈している。いまの天神川沖にかくれて、魚族のすみかとして重要視されている「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てんじんぐり),天神礁)」も、鳥が島と同一のものであろう。
